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　６月定例会は、６月１日から同月15日までの15日間の会期で開
かれ、令和２年度の補正予算並びに条例の一部を改正する専決処分
の承認10件、令和３年度の補正予算をはじめ議案３件、同意１件、
議会議案１件を審議しました。　（※議決結果はＰ７参照）

６６月月 定定 例例 会会

商品券・食事券商品券・食事券
事業費事業費

３億 6,300万円３億 6,300万円プレミアムプレミアムプレミアムプレミアム

発
行
発
行

複写禁

¥500¥500
買って応援!
買って応援!
っ買

使用期間
令和3年 7月27日（火）から
令和4年 1月31日（月）まで

志賀町プレミアム商品券

商品券

No.000000
複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁みみ

複写禁

食べて応援!
食べて応援!
べ食

¥500¥500
食事券

志賀町プレミアム食事券

使用期間
令和3年 9月 1日（水）から
令和4年 1月31日（月）まで No.000000

複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁複写禁

商品券商品券

食事券食事券

5,000円5,000円でで

5,000円5,000円でで

➡➡

➡➡

7,500円7,500円の利用の利用7,500円7,500円の利用の利用

9,000円9,000円の利用の利用9,000円9,000円の利用の利用

対　象　者：志賀町民（※令和３年７月１日時点で志賀町の住民基本台帳に記録されている人）
購入可能数：１人につき、２冊まで購入可能（引換券１枚につき１冊購入）
購 入 方 法：町内 10郵便局で、令和３年７月 27日から８月 31日まで販売（土日祝日除く）

議会だより　しか　№ 64
令和３年７月29日発行 2



　令和２年度の一般会計では、年度末の決算見込みにより、町税の増額及び地方譲与税、各種交付金、特
別交付税などの交付額確定や各事業の精算に伴う減額を主とした所要額の補正のほか、繰越明許費及び地
方債の補正を行い､ 各特別会計では、いずれも事業費の確定及び精算による補正を行いました。

　令和３年度の一般会計では、歳入で、国の内示に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金や地方創生道整備推進交付金の増額のほか、プレミアム商品券・食事券発行事業の実施に係る販売収入
等の追加を主とし、歳出では、国の内示に伴う町道高浜志賀の郷線道路改良事業をはじめ、低所得の子育
て世帯に対する生活支援特別給付金給付事業、プレミアム商品券・食事券発行事業に係る経費の追加を主
とした所要額の補正を行いました。

令和２年度専決補正令和２年度専決補正 をを承認承認
令和３年度補正令和３年度補正 をを可決可決

会　計　名 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 △３億５，８２７万円 １５２億４，２７６万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ９２５万円 ２４億７，１５０万円
後 期 高 齢 者 医 療 ７８万円 ３億４，５０５万円
介 護 保 険 △６，５５２万円 ２９億５，９３４万円
診 療 所 事 業 △６４０万円 １億７，０７９万円
ケーブルテレビ事業 △６５６万円 ４億８，４８１万円

富来病院
事 業

収益的収入 ６，３６８万円 １５億２，６９６万円
収益的支出 △３，４５７万円 １２億６，５５７万円
資本的収入 △５８３万円 ３億１，７４１万円
資本的支出 △２０５万円 ３億９，６２１万円

会　計　名 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 ３億７，７５１万円 １３１億４，７５１万円

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！
委員会審査

令和３年度一般会計の補正予算で計上された「プレミアム商品券・食事券」の財源内訳
項　目 金　額 説　　　　明

町 負 担 分 152,327 千円 地方創生臨時交付金（131,510千円）、一般財源（20,817千円）
販 売 収 入 195,000 千円 プレミアム商品券・食事券　販売収入
商工会負担金 16,000 千円 志賀町商工会、富来商工会　負担金
合　計 363,327 千円

当初予算、補正予算、決算にかかる分野
を審査します。

予算決算 常任委員会

議会だより　しか　№ 64
令和３年７月29日発行3



4

質
疑　
繰
出
基
準
が
変
わ
っ

た
こ
と
で
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
額
が
増
加
と
あ
る
が
、

変
更
点
の
説
明
を
求
め
る
。

答
弁　

繰
出
基
準
は
総
務

省
か
ら
通
知
さ
れ
る
も
の

で
、
令
和
元
年
度
ま
で
は
１

質
疑　
負
担
調
整
措
置
は
土

地
の
評
価
額
が
急
激
に
上
昇

し
た
場
合
に
、
税
負
担
を
な

だ
ら
か
に
す
る
措
置
で
あ
る

が
、
本
町
で
も
対
象
と
な
る

評
価
額
の
上
昇
は
あ
り
え
る

か
。

答
弁　
本
町
の
宅
地
等
の
評

価
額
は
一
部
下
げ
止
ま
り
し

て
お
り
、
今
後
、
評
価
額
の

見
直
し
に
よ
り
上
昇
は
あ
り

得
る
。
令
和
３
年
度
で
は
、

高
浜
町
の
一
部
で
評
価
額
の

上
昇
が
み
ら
れ
、
負
担
調
整

措
置
の
対
象
と
な
っ
た
が
、

令
和
３
年
度
に
限
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
特
例
措
置
に
よ

り
、
税
額
は
前
年
度
の
額
に

据
え
置
か
れ
て
い
る
。

質
疑　
都
市
計
画
税
を
課
税

し
、
町
の
整
備
を
行
う
べ
き

と
思
う
が
、
近
隣
市
町
村
の

課
税
状
況
を
聞
く
。

答
弁　
能
登
地
区
で
は
宝
達

志
水
町
、
中
能
登
町
、
本
町

の
３
町
以
外
の
市
町
で
課
税

し
て
い
る
。

質
疑　
不
採
算
地
区
病
院
の

定
義
は
何
か
。

答
弁　
へ
き
地
の
医
療
を
支

え
る
地
域
の
中
核
的
な
病

院
で
あ
り
、
ベ
ッ
ト
数
が

１
５
０
床
未
満
で
、
最
寄
り

の
一
般
病
院
ま
で
の
移
動
距

離
が
15
㎞
以
上
と
な
る
位
置

に
所
在
す
る
一
般
病
院
を
指

す
。

質
疑　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

及
び
食
事
券
の
販
売
場
所
が

郵
便
局
の
理
由
は
何
か
。

床
当
た
り
１
５
４
万
９
千

円
に
病
床
数
を
掛
け
る
算
出

方
法
で
あ
っ
た
が
、
令
和
２

年
度
か
ら
は
１
床
当
た
り

１
３
１
万
２
千
円
に
病
床
数

を
掛
け
、
そ
の
金
額
に
定
額

で
２
千
３
７
０
万
円
を
足
し

合
わ
せ
る
算
出
方
法
に
変

わ
っ
た
。

答
弁　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

及
び
食
事
券
の
販
売
場
所
を
、

今
回
は
町
内
10
か
所
の
郵
便

局
に
依
頼
し
た
の
は
、
地
域

に
身
近
な
機
関
で
も
あ
り
、

県
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
（
食

事
券
）
の
販
売
実
績
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

町
立
富
来
病
院

繰
出
額
が
増
額
と
な
っ

た
理
由
は
な
に
か

委員会審査

予算決算 常任委員会

総務産業建設 常任委員会

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！

不
採
算
地
区

　
　

病
院
と
は

プ
レ
ミ
ア
ム

　

商
品
券
・
食
事
券

【
繰
出
基
準
と
は
】

　

地
方
公
営
企
業
法
で
は
、

へ
き
地
に
お
け
る
医
療
の

確
保
を
図
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
病
院
の
経
費
等
は
、

能
率
的
な
経
営
を
行
っ
て

も
そ
の
収
入
で
は
客
観
的

に
困
難
と
認
め
ら
れ
、
町

の
一
般
会
計
等
が
負
担
す

る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

経
費
負
担
の
ル
ー
ル
を

「
繰
出
基
準
」
と
し
て
総

務
省
か
ら
毎
年
度
、
通
知

さ
れ
る
。

　

こ
の
経
費
は
、
地
方
交

付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

へ
の
算
入
又
は
特
別
交
付

税
を
通
じ
て
財
源
措
置
が

行
わ
れ
る
。

固
定
資
産
税

　

負
担
調
整
措
置

都
市
計
画
税

　

本
町
で
も
適
用
さ

　

れ
る
よ
う
な
評
価

　

額
の
上
昇
は
あ
る

　

か

近
隣
の
課
税
状
況
は

【
負
担
調
整
措
置
と
は
】

　

平
成
６
年
度
に
土
地
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
評
価
額
水
準
が
地
価

公
示
価
格
の
７
割
程
度
に

統
一
さ
れ
、
急
激
に
上
昇

し
た
こ
と
に
伴
い
、
税
負

担
を
ゆ
る
や
か
に
上
昇
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
決
め
ら

れ
た
制
度
的
緩
和
措
置
で

す
。

当初予算、補正予算、決算にかかる分野
を審査します。

役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

議会だより　しか　№ 64
令和３年７月29日発行 4



総務産業建設
常任委員会

教育民生
常任委員会

予算決算常任委員会 議会運営委員会

役場内部事務や地場産業に 
かかる分野を所管します。

教育や住民の暮らしにかか
る分野を所管します。

当初予算、補正予算、決算にかかる分野を所管します。 議長の諮問事項や議会運営にかかる分野を所管します。

委 員 長　　南　　政夫
副委員長　　堂下　健一
委　　員　　稲岡健太郎
　　　　　　冨澤　軒康
　　　　　　櫻井　俊一
　　　　　　林　　一夫
　　　　　　久木　拓栄

委 員 長　　田中　正文
副委員長　　表谷　茂浩
委　　員　　中谷　松助
　　　　　　福田　晃悦
　　　　　　南　　正紀
　　　　　　寺井　　強
　　　　　　越後　敏明

委 員 長　　福田　晃悦
副委員長　　南　　政夫
委　　員　　表谷　茂浩　　中谷　松助　　稲岡健太郎
　　　　　　南　　正紀　　堂下　健一　　越後　敏明
　　　　　　田中　正文　　冨澤　軒康　　櫻井　俊一
　　　　　　林　　一夫　　久木　拓栄

委 員 長　　冨澤　軒康
副委員長　　越後　敏明
委　　員　　田中　正文　　櫻井　俊一
　　　　　　林　　一夫

稲岡 委員

中谷 委員

櫻井 委員

南 委員

久木 委員

越後 委員

林 委員

寺井 委員

冨澤 委員

福田 委員

堂下 副委員長

表谷 副委員長

南 委員長

田中 委員長

　５月９日で２年の任期満了となった常任委員会及び議会運営委員会の新しい委員が決まりました。

任期満了に伴う任期満了に伴う

委員会人事 決まる委員会人事 決まる

議会だより　しか　№ 64
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４
月
27
日
、
早
稲
田
大
学

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
の
長

内
氏
を
講
師
と
し
た
研
修
会

「
対
話
で
進
め
る
議
会
改
革
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

議
会
が
有
す
る
政
策
立
案

の
機
能
を
発
揮
す
る
に
は
、

議
員
間
は
も
と
よ
り
、町
民
、

執
行
機
関
及
び
議
会
事
務
局

と
し
っ
か
り
話
し
合
う
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
垣
根
を
低
く
し
て
公
平

な
立
場
で
話
し
合
え
る
環
境

が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
、
議
会
改
革
活
性
化
特

別
委
員
会
で
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
議
会
基
本
条
例
が
、

そ
の
話
し
合
い
を
具
現
化
す

る
設
計
書
に
当
た
り
、
改
め

て
議
会
改
革
を
進
め
る
上
で

も
重
要
な
条
例
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
話
し
合
い
の
一
つ

で
あ
る
議
員
間
討
議
で
は
、

傾
聴
す
る
こ
と
で
事
実
を
収

集
し
、
目
的
に
応
じ
た
ル
ー

ル
で
対
話
、
議
論
、
討
論
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
や
、
政
策
立
案
に
必
要
な

目
標
指
標
の
設
定
、
達
成
に

向
け
た
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

多
様
な
人
と
話
し
合
う
こ

と
で
、
町
民
の
意
見
を
多
く

反
映
し
た
、
効
果
が
高
い
政

策
立
案
に
繋
が
る
と
感
じ
た

研
修
で
し
た
。

　

５
月
17
日
、
議
会
改
革
活

性
化
特
別
委
員
会
で
進
め
て

い
る
議
会
自
由
討
議
を
、
開

催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
題
材
と
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
経
済
対
策

な
ど
、
多
様
な
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
討
論
で
出
た
意
見

を
基
に
、
議
会
と
し
て
町
側

に
提
言
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

オンラインによる研修会

議会全員協議会議会全員協議会
オンライン研オンライン研修修

対
話
で
進
め
る

対
話
で
進
め
る

　　
   
   

　　

議
会
改
革

議
会
改
革

「
今　
コ
ロ
ナ
禍
で

「
今　
コ
ロ
ナ
禍
で

　
何
が
求
め
ら
れ
る
か
」

　
何
が
求
め
ら
れ
る
か
」

グループごとに意見を出し合い、メンバーを
交代して更に討論を深めます。

自由討議　実施自由討議　実施

グループのファシリテーターが意見をまとめ、
情報共有を行います。

【ファシリテーターとは】

会議や研修などを進行する､ 参加者に発言を促
す､ 話の流れをまとめるといった役割を担う人
のことです。

議会だより　しか　№ 64
令和３年７月29日発行 6



議案に
対する討論 　討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、その理

由を述べて他の議員を自己の意見に賛同させることを目的とする発言です。

６６月月定定例例会会 議議決決 結結果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

承認
２～８

専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算（第９号）～令和２年度町立富来病院事
業会計補正予算（第４号）） … ３ページ参照

承認
賛13　反0

９
専決処分の承認（税条例等の一部を改正する条例） … 地方税法等の一部改正に伴い、宅地等
及び農地の負担調整措置に係る適用期限の延長や住宅ローン控除特例措置の期限延長、軽自動車税
に係る環境性能割の臨時的軽減措置の延長などが講じられたことから所要の改正。

承認
賛13　反0

10 専決処分の承認（都市計画税条例の一部を改正する条例） … 地方税法等の一部改正に伴い、
都市計画税の負担調整措置に係る適用期限の延長などが講じられたことから所要の改正。

承認
賛13　反0

11
専決処分の承認（半島振興対策実施地域における固定資産税の特例に関する条例の一部
を改正する条例） … 半島振興法第17条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を
定める省令の一部改正に伴い、不均一課税の適用期限の延長などが講じられたことから所要の改正。

承認
賛13　反0

議案
35 令和３年度一般会計補正予算（第１号）… ３ページ参照 可決

賛13　反0

36
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 … 富来病院で、新型コロナウイル
ス感染患者を受入れした場合、感染防止の観点から、感染者の看護にあたる職員を２交代制とした
専従体制とするため、新たな時間帯に従事する際の夜間看護手当を定めることから所要の改正。

可決
賛13　反0

37 工事請負契約の締結「町道2034号福浦坂線道路改良工事」 … 石田工業株式会社　代表取
締役　石田章と7,957万1,800円で工事請負契約を締結する。

可決
賛13　反0

同意
２

農業委員会委員の任命 … 農業委員会委員の任命で、議会の同意を求める。
　（須磨長雄氏、和泉　清氏、細川一元氏、大家正樹氏、石田秋雄氏、濵谷淸一氏、石川外司氏、
　　高井政義氏、岩井虎男氏、稲岡利男氏、高山　孝氏、三山克志氏、安田　朗氏）

同意
賛13　反0

発議
２

子ども政策の充実を求める意見書 … 子ども政策の充実を図るため、次の事項を実施するよう、
強く要望する意見書を国に提出。
１　子ども政策を専任に所管する長の下、強い権限を持って子ども・子育てに関する施策を一元的
に所管する省庁を設置すること。また、新たに省庁を設置する際は、縦割りの弊害が生じないよう、
最大限配慮すること。
２　子ども政策を充実させるため、都道府県・市区町村向け財政支援を強化すること。

可決
賛11　反2

※議長は採決に加わりません。

中谷 松助 議員
　発議第２号　子ども庁のような子ども政策に特化した省庁がないことや、国の一元的な窓口が存在しない
ことで少子化に歯止めがかからないとは思わない。現存の厚生労働省、文部科学省、内閣府等で連携してでき
ることであり、新たに省庁をつくる前に本気で個々の施策を実行、実現すべきであり反対いたします。

議会だより　しか　№ 64
令和３年７月29日発行7
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町
長　

①
介
護
の
事
業
所
や
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
従
事

者
を
対
象
に
接
種
順
位
を
付

け
接
種
し
て
い
る
。
今
後
、

保
育
士
へ
の
接
種
も
予
定
す

る
。

②
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

方
に
も
接
種
券
を
送
付
し
て

お
り
、
集
団
又
は
個
別
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

環
境
安
全
課
長　

③
利
用
可

能
な
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
、

収
容
人
数
が
不
足
す
る
場
合

や
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
富
来
中
学
校
の

武
道
場
と
第
１
、
第
２
体
育

館
や
、
富
来
小
学
校
の
体
育

館
と
屋
内
退
避
エ
リ
ア
を
避

難
所
と
し
て
順
次
開
設
す
る

計
画
で
あ
る
。

町
長　

④
対
象
企
業
に
、
原

則
、
住
民
と
単
身
赴
任
者
、

外
国
人
実
習
生
を
対
象
と
し

て
、
接
種
者
や
担
当
医
師
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

福
田　

確
定
申
告
は
、近
年
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
普
及
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
電
子
申
告

の
利
用
が
増
え
、
窓
口
申
請

の
数
が
減
少
傾
向
で
あ
る
。

本
町
で
も
本
庁
舎
及
び
富
来

支
所
で
確
定
申
告
を
受
け
付

け
て
い
る
が
、
近
年
の
窓
口

の
利
用
状
況
や
臨
時
送
迎
車

の
利
用
状
況
、
今
後
の
対
策

を
問
う
。

税
務
課
長　

第
２
次
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
取
組
事
項
と
し

て
、
平
成
22
年
度
に
申
告
会

場
を
17
か
所
か
ら
役
場
本
庁

舎
と
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
２
会
場
に
集
約
し
、
無
料

の
臨
時
送
迎
車
を
運
行
し
て

い
る
。
本
年
の
申
告
相
談
者

は
、２
千
２
３
０
人
で
あ
り
、

５
年
前
に
比
べ
て
約
３
７
０

人
減
少
し
て
お
り
、
申
告
相

談
専
用
の
臨
時
送
迎
車
の
利

用
者
は
８
人
で
あ
る
。

　

来
年
の
申
告
相
談
か
ら
臨

時
送
迎
車
の
運
行
を
廃
止
し
、

替
わ
り
に
、
し
か
ば
す
を
利

用
し
て
来
ら
れ
た
方
に
は
、

回
数
券
を
配
付
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
と
共
に
、
利

用
し
や
す
い
相
談
体
制
に
努

め
て
い
く
。

福田　晃悦　議員

新型コロナワクチン接種
　企業での集団接種など　対応を問う

対象企業に接種希望者の
取りまとめを依頼し進めている町長

確
定
申
告
相
談

　

窓
口
や
臨
時
送
迎
車
の
利
用
状
況
は

減
少
に
よ
り
臨
時
送
迎
車
の
運
行
を
廃
止
す
る
が

　

し
か
ば
す
利
用
者
へ
回
数
券
の
配
布
を
検
討

税
務
課
長

福
田　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
し
、
現
状

と
今
後
の
対
策
を
問
う
。

①
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
等
で

発
生
し
た
余
剰
ワ
ク
チ
ン

の
優
先
順
位
等
の
利
用
方

針②
町
内
の
実
習
生
等
の
外

国
人
へ
の
接
種
方
針

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

非
常
時
の
指
定
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
が
、
避
難
時

の
運
営

④
町
内
企
業
や
工
業
団
地

内
で
の
職
場
及
び
集
団
ワ

ク
チ
ン
接
種

【申告相談来場者・臨時送迎車利用者の推移】
年度 Ｒ２ Ｒ１ Ｈ30 Ｈ 29 Ｈ 28 Ｈ 27

申告相談来場者数（人） 2,230 2,269 2,493 2,470 2,540 2,602
臨時送迎車利用者（人） 8 11 24 23 29 39
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消
防
団
は
地
域
防
災
の
要

で
あ
り
、
処
遇
改
善
を
求
め

る
。

町
長　

４
月
13
日
付
で
消
防

庁
か
ら
、
消
防
団
員
の
報
酬

等
の
基
準
の
策
定
等
の
通
知

が
あ
っ
た
。

　

非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬

等
の
基
準
を
定
め
、
こ
の
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

等
、
適
切
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

消
防
団
の
果
た
す
役
割
も

重
要
か
つ
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
男
女
問
わ
ず
、

消
防
団
員
の
維
持
、
確
保
に

向
け
た
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

報
酬
面
で
の
処
遇
改
善
に
向

け
て
消
防
団
と
協
議
し
、
羽

咋
市
、
宝
達
志
水
町
と
も
連

携
し
た
上
で
、
今
年
度
中
に

引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い
く
。

南　

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
、
そ
の
効
果

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

接
種
は
予
防
接
種
法
で
努

力
義
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

が
、
持
病
や
ワ
ク
チ
ン
へ
の

不
安
な
ど
か
ら
接
種
し
な
い

人
た
ち
を
否
定
す
る
よ
う
な

事
態
も
起
き
て
い
る
。

　

本
町
で
も
自
身
の
既
往
歴

や
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど
を

理
由
に
、
接
種
し
な
い
こ
と

を
選
択
す
る
住
民
が
一
定
数

は
出
て
く
る
が
、
そ
れ
ら
の

人
々
に
差
別
や
偏
見
が
出
る

恐
れ
が
あ
り
、
徹
底
し
た
発

生
防
止
対
策
を
求
め
る
。

住
民
課
長　

本
町
で
は
、
そ

う
い
っ
た
事
例
は
聞
い
て
い

な
い
が
、
こ
う
し
た
不
利
益

や
差
別
は
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

　

国
も
接
種
は
強
制
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
本
人
の
意
思

に
基
づ
き
接
種
を
受
け
る
も

の
と
明
記
し
て
お
り
、
相
談

対
応
や
解
決
の
た
め
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
も
、
広
報
、
ホ
ー
ム

消
防
団
の
処
遇
改
善
を
求
め
る

報
酬
の
引
き
上
げ
を
検
討
す
る　
町
長

コロナワクチン接種により
　　発生する差別の防止対策を問う

繰り返し、啓発に取り組んでいく 住民課長

南　　正紀　議員

南　

過
日
、
消
防
団
員
の
年

額
報
酬
が
県
内
19
市
町
で
、

最
大
４
倍
近
い
差
が
あ
る
こ

と
が
報
じ
ら
れ
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
は
各
自
治

体
に
対
し
、
年
額
報
酬
の
基

準
を
３
万
６
５
０
０
円
と
定

め
る
な
ど
、
消
防
団
の
処
遇

改
善
を
通
知
し
た
と
承
知
し

て
い
る
。

　

本
町
は
、
年
額
報
酬
が
２

万
５
０
０
０
円
と
下
位
に
近

く
、
手
当
て
も
多
い
ほ
う
で

は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

南　

①
本
町
で
の
集
団
免

疫
の
獲
得
に
向
け
た
目
標

接
種
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

②
事
業
継
続
の
支
援
と
併

せ
た
感
染
終
息
時
の
経
済

回
復
へ
の
支
援
を
聞
く
。

健
康
福
祉
課
長　

①
有
識

者
は
７
割
程
度
と
示
し
て

お
り
、
そ
れ
以
上
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。

商
工
観
光
課
長　
②
本
年
、

地
域
お
こ
し
企
業
人
を
受

入
れ
、
教
育
旅
行
の
誘
致

な
ど
、
感
染
終
息
後
の
交

流
人
口
の
拡
大
施
策
を
検

討
し
、
経
済
活
動
の
回
復

を
図
っ
て
い
く
。

ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
り
、

繰
り
返
し
、
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

相
談
が
あ
れ
ば
、
本
町
の

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
情
報
提
供
及
び

解
決
に
向
け
て
対
応
し
て
い

く
。
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そ
の
他
の
質
問

中
谷　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
海
外
選
手
団
、
事

前
合
宿
の
受
け
入
れ
断
念
を
。

町
長　

大
会
組
織
委
員
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

万
全
の
態
勢
を
整
え
、
受
入

れ
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、

組
織
委
員
会
及
び
石
川
県
と

連
携
し
、
準
備
を
進
め
て
い

く
。

中
谷　

老
朽
原
発
再
稼
働
の

是
非
を
問
う
。

環
境
安
全
課
長　

認
可
を
受

け
た
原
子
力
発
電
所
は
、
他

の
地
域
に
立
地
し
て
い
る
発

電
所
で
あ
り
、
町
と
し
て
コ

メ
ン
ト
す
る
立
場
で
は
な
い

が
、
法
令
に
基
づ
き
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
安
全
性
の

確
保
を
大
前
提
に
し
た
厳
格

な
審
査
を
経
て
認
可
さ
れ
た

も
の
と
考
え
る
。

中
谷　

こ
ろ
柿
用
果
樹
凍
霜

害
へ
の
補
償
対
策
を
。

農
林
水
産
課
長　

町
に
よ
る

設
備
設
置
へ
の
助
成
や
農
業

者
へ
の
保
険
制
度
が
あ
り
、

町
独
自
の
収
入
減
少
に
対
す

る
補
償
は
考
え
て
い
な
い
。

国
、
県
の
事
業
が
あ
れ
ば
必

要
な
対
応
を
検
討
す
る
。

中
谷　

福
祉
施
設
職
員
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
。

健
康
福
祉
課
長　

検
査
は
国

及
び
県
の
制
度
と
し
て
確
立

し
て
お
り
、
町
内
の
状
況
か

ら
見
て
も
、
町
が
主
体
と

な
っ
て
検
査
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
。
さ
ら
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
啓
発
と
勧
奨
に
力

を
入
れ
て
い
く
。

中
谷　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
金
銭
的
な
理
由
で
生
理

用
品
が
買
え
な
い
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
男
性
と
社
会
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
課
題
で
も
あ
り
、

身
近
な
性
教
育
の
観
点
か
ら

も
、
本
町
の
小
中
学
校
の
女

子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
配

置
を
求
め
る
。

教
育
長　

本
町
の
小
中
学
校

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
生
理
用

品
が
必
要
と
な
っ
た
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
保
健
室
で
生

理
用
品
の
提
供
を
行
っ
て
お

り
、
現
状
は
特
に
問
題
と
な

る
状
況
で
な
い
。

　

女
子
ト
イ
レ
に
常
設
す
る

こ
と
は
、
衛
生
面
で
の
不
安

や
、
本
来
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
に
確
実

に
届
け
る
事
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
現
状
の
対
応

を
継
続
し
て
い
く
。

中
谷　

総
務
省
消
防
庁
は
消

防
団
員
の
処
遇
改
善
に
向

け
、
基
準
に
沿
っ
た
報
酬
引

き
上
げ
を
自
治
体
に
通
知
し

た
。

　

本
町
は
、
県
内
で
も
低
い

方
で
15
年
以
上
変
わ
っ
て
い

な
い
。
消
防
団
の
魅
力
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
よ
う
国
の
基
準

額
以
上
へ
の
報
酬
、
手
当
額

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

環
境
安
全
課
長　

地
域
防
災

力
の
中
核
を
担
う
消
防
団
の

果
た
す
役
割
も
重
要
か
つ
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

男
女
問
わ
ず
、
消
防
団
員
の

維
持
、
確
保
に
向
け
た
一
つ

の
方
策
と
し
て
、
報
酬
面
で

の
処
遇
改
善
を
今
年
度
中
に

検
討
す
る
。

中谷　松助　議員

学校トイレに
　　生理用品の設置を

保健室で提供しており
　　　　問題はない 教育長

本
町
消
防
団
員
の

　

報
酬
、
手
当
額
の
引
き
上
げ
を

今
年
度
中
に
検
討

環
境
安
全
課
長
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直
接
支
援
対
策
事
業
で
は
、

自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る

農
業
の
生
産
方
式
を
導
入
し

た
農
業
生
産
活
動
を
推
進
す

る
と
あ
る
が
、
農
家
に
理
解

さ
れ
て
い
る
の
か
を
聞
く
。

農
林
水
産
課
長　

①
農
業
者

の
高
齢
化
に
加
え
、
ほ
場
整

備
や
農
地
集
積
、
法
人
化
へ

の
支
援
な
ど
、
国
の
施
策
に

従
い
、
担
い
手
に
農
地
が
集

堂
下　

①
就
業
人
口
の
減
少

と
担
い
手
不
足
等
が
懸
念
さ

れ
る
農
業
の
実
態
を
ど
う
分

析
し
対
処
す
る
の
か
、
本
町

の
農
業
の
あ
り
よ
う
を
問
う
。

②
農
業
集
落
の
機
能
維
持
が

困
難
な
集
落
に
対
し
、
大
学

生
の
応
援
な
ど
に
よ
り
、
農

業
や
農
村
の
振
興
が
図
ら
れ

て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、
本

町
で
の
取
り
組
み
を
問
う
。

③
本
町
の
環
境
保
全
型
農
業

堂
下　

①
住
民
の
意
見
を
汲

ん
だ
町
長
等
の
意
見
が
反
映

さ
れ
ず
に
建
設
が
進
ま
ん
と

し
た
場
合
、町
の
対
応
を
問
う
。

②
稼
働
後
に
絶
滅
危
惧
種
の

鳥
の
巣
な
ど
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
と
聞
く
が
、
実
態
を

聞
く
。

③
町
内
で
も
騒
音
・
低
周
波

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
に
対
し
、
ど
う
対
処

し
て
い
る
の
か
。
建
設
さ
れ

れ
ば
そ
の
被
害
が
予
想
さ
れ

る
が
、
ど
う
対
処
す
る
の
か

を
問
う
。

町
長　

①
地
域
の
合
意
形
成

が
な
い
ま
ま
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
に

反
し
て
建
設
を
進
め
る
な
ど

の
不
適
切
事
案
は
、
国
や
県

を
は
じ
め
、
当
該
事
業
者
に

改
善
を
求
め
る
。

②
自
主
的
に
実
施
さ
れ
た
調

査
で
は
、
野
鳥
等
の
営
巣
へ

の
悪
影
響
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
と
の
報
告
を
受
け

た
が
、
こ
の
調
査
は
法
的
義

務
が
課
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

全
体
像
の
把
握
は
出
来
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

③
過
去
に
騒
音
発
生
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
際
は
、
事
業

者
に
対
し
て
、
適
切
な
対
応

を
と
る
よ
う
申
し
入
れ
て
き

た
。
今
後
、
国
の
指
針
を
遵

守
す
る
と
共
に
、
静
穏
な
集

落
の
実
情
を
充
分
に
配
慮
し

た
計
画
と
す
る
こ
と
や
、
鳥

類
な
ど
の
事
後
調
査
の
必
要

性
を
意
見
し
て
い
く
ほ
か
、

地
域
住
民
へ
の
説
明
を
確
実

に
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
く
。

農
業
問
題
を
問
う

所
得
向
上
を
図
る
こ
と
が

農
業
の
維
持
に
必
要
不
可
欠
農
林
水
産
課
長

風力発電を問う
地域住民の意見を
十分に配慮した計画とするよう求めていく 町長

堂下　健一　議員

　　　町内では 22機の
　　　　 風力発電が稼働している

積
さ
れ
た
結
果
、
個
人
農
家

が
減
少
し
た
。
過
疎
化
が
進

む
状
況
で
は
、農
地
の
集
積・

集
約
化
に
よ
り
生
産
効
率
を

高
め
、
農
業
者
の
所
得
向
上

を
図
る
こ
と
が
、
農
業
の
維

持
に
必
要
と
考
え
る
。

②
北
陸
農
政
局
が
推
進
し
て

い
る
「
大
学
生
サ
ー
ク
ル
と

農
村
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
や
大

学
と
地
域
と
の
連
携
を
支
援

す
る
「
一
般
社
団
法
人　

大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
」

が
あ
り
、
集
落
か
ら
相
談
が

あ
れ
ば
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

③
本
町
で
は
、「
化
学
肥
料
・

化
学
合
成
農
薬
の
使
用
量
の

低
減
」
を
推
奨
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
も
連
携
を
取
り
、
農
業

者
へ
の
理
解
促
進
に
努
め
て

い
く
。
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稲
岡　

国
は
令
和
３
年
度
末

ま
で
に
市
区
町
村
で
取
り
組

む
べ
き
こ
と
と
し
て
、
ひ
き

こ
も
り
相
談
窓
口
の
明
確
化

と
周
知
な
ど
を
掲
げ
て
い
る

が
、
本
町
の
対
応
状
況
を
聞

く
。

健
康
福
祉
課
長　

健
康
福
祉

課
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
お

り
、
毎
月
第
３
金
曜
日
に
専

門
医
師
が
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
広
報
し
か
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

稲
岡　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す

る
実
態
調
査
は
い
く
つ
か
の

自
治
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
本
町
で
の
ひ
き
こ
も
り

の
支
援
対
象
者
等
の
実
態
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る

か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
調
査

を
進
め
て
い
く
か
を
聞
く
。

教
育
長　

児
童
生
徒
の
実
態

は
、
各
学
校
よ
り
毎
月
提
出

さ
れ
る
不
登
校
の
状
況
報
告

か
ら
把
握
し
て
い
る
。
各
学

校
に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
の
在
り

方
を
指
導
・
助
言
す
る
と
と

も
に
、
健
康
福
祉
課
や
住
民

課
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、

適
切
に
対
応
す
る
。

健
康
福
祉
課
長　

学
校
以
外

の
実
態
把
握
は
、
家
族
の
理

解
や
同
意
が
な
い
と
、
難
し

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

区
長
や
、
民
生
委
員
児
童

委
員
に
も
協
力
を
お
願
い
し
、

情
報
の
収
集
に
努
め
、
相
談

が
あ
っ
た
場
合
、
本
人
や
家

族
の
話
を
聞
き
、
能
登
中
部

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
連

携
し
対
応
し
て
い
く
。

稲岡　健太郎　議員

ひきこもりの
相談窓口設置、周知を聞く
健康福祉課､ 保健福祉センター
に設置している 健康福祉課長

ひ
き
こ
も
り
支
援
対
象
者
の

　
　

実
態
な
ど
把
握
し
て
い
る
か

児
童
生
徒
は
毎
月
の
報
告
で

　
　
　
　
　
　

把
握
し
て
い
る

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

稲
岡　

ひ
き
こ
も
り
支
援
に

特
化
し
た
部
局
の
設
置
や
、

近
隣
市
町
と
の
連
携
、
官
民

が
連
携
し
た
運
営
基
盤
の
構

築
な
ど
、
支
援
体
制
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

町
長　

所
轄
の
能
登
中
部
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

広報「しか」に毎月掲載される相談・お知らせの抜粋

【厚生労働省資料参考（令和２年５月時点）】

相談窓口を明確化している自治体数

1,741 自治体のうち 974自治体
（内数）町村：926町村のうち 459町村

明確化している自治体のうち周知して
いる自治体数

974自治体のうち 676自治体
（内数）町村：459町村のうち 242町村

相談 ・ お知らせ

相 談 内 容 日　　時 場所・応対先 問い合わせ先 備　考

こころの健康相談 ７月16日㊎ 10:00 ～ 11:30
志賀町保健
福祉センター

能登中部保健
福祉センター
☎ 0767-53-2482

ひきこもり、うつ病、
アルコール使用障害、
認知症などについて、
悩みや不安をお持ちの
人、家族の相談に専門
医が応じます（相談は
無料、要予約）
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生
涯
学
習
課
長　

実
施
は
、

相
手
国
が
感
染
リ
ス
ク
や
実

施
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
か
ら
総

合
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
と

考
え
る
。
現
時
点
で
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
及
び
ジ
ョ
ー
ジ

ア
の
両
国
レ
ス
リ
ン
グ
協
会

か
ら
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
な

ど
慎
重
論
が
出
て
い
る
。
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
か
ら
は
、

８
月
12
日
か
ら
８
月
下
旬
ま

で
選
手
団
が
合
宿
し
た
い
旨

の
書
簡
が
６
月
２
日
に
届
い

て
い
る
。

　

選
手
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

に
入
国
し
、
自
国
出
発
時
及

び
入
国
時
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、

滞
在
時
は
毎
日
の
検
査
や
行

動
制
限
を
掛
け
る
な
ど
、
感

染
対
策
に
万
全
を
期
し
て
準

備
を
進
め
る
。

冨
澤　

平
成
30
年
12
月
に
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
と

事
前
合
宿
実
施
に
向
け
た
覚

書
を
締
結
し
た
が
、
今
の
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
で
の
ジ
ョ
ー

ジ
ア
を
併
せ
た
合
宿
の
見
通

し
、
合
宿
実
施
時
の
感
染
症

対
策
を
聞
く
。

冨
澤　

就
任
以
来
、
小
泉
町

長
は
町
民
の
安
心
安
全
を
第

一
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
積
極
的

に
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
。
手
厚
い
子
育
て

支
援
や
健
全
財
政
の
確
立
な

ど
、
私
自
身
高
く
評
価
し
た

次
第
で
あ
る
。

　

更
な
る
志
賀
町
の
発
展
の

た
め
に
、
今
ま
で
の
経
験
を

十
分
に
活
か
し
、
４
期
目
も

引
続
き
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
重
責
を
担
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
期
待
す
る
が
、
こ
の

11
年
間
の
町
長
と
し
て
の
総

括
、
今
後
の
町
政
運
営
に
懸

け
る
思
い
、
４
期
目
に
向
け

て
の
力
強
い
決
意
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

平
成
21
年
９
月
に
最

初
の
選
挙
で
５
つ
の
重
点
政

策
と
３
つ
の
行
動
指
針
を
公

約
に
掲
げ
、
就
任
以
来
、
そ

の
公
約
の
実
現
に
向
け
、
町

政
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
と
新

た
な
施
策
展
開
に
全
力
を
注

ぎ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

実
行
し
て
き
た
。

　

財
政
の
健
全
化
、
企
業
誘

致
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

着
実
に
私
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
「
能
登
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
町
」
に
近
づ
い
て
き
た
も

の
と
考
え
る
。

　

現
在
の
町
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

が
山
積
し
、
重
要
な
局
面
を

迎
え
て
お
り
、
町
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
支
持
が
得
ら
れ
る

な
ら
ば
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

町
政
の
舵
取
り
役
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。「
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思

え
る
町
づ
く
り
に
、
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
健
康
に

も
十
分
留
意
を
し
な
が
ら
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会　

事
前
合
宿
の
選
手
団
へ
の
対
応
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
入
国
な
ど

感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
す
生
涯
学
習
課
長

小泉町長の４期目に向けての決意を聞く
「住み続けたい､ 住んで良かった」と思える
町づくりに全力を尽くす覚悟　　 町長

冨澤　軒康　議員

決意を語る小泉町長
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? 　議会は町民の代表であり、町の仕事
が正しく行われるように、町長に対し
て仕事のチェックや提案をします。
　議会が、どのような活動をしている
のか知るために、

本会議を傍聴してみませんか。

本議会本議会ってって

委員会委員会ってって

　町の予算や条例など重要なものについては、本会議の場で多数決により決定して、はじめて町長は執
行することができます。
　本会議には、定例会と臨時会があります。定例会は年４回（３月、６月、９月、12月）、臨時会は急
を要する場合などに特定の案件を示して招集される議会になります。

　議会で取り扱う議案は数も多く、内容も幅広い分野にわたります。そこで、これをいくつかの部門に
振り分けて専門的、効率的に審査するため、委員会が設けられています。
　委員会には、常に設置されている常任委員会、議会運営委員会と、必要に応じて設置される特別委員
会があります。本会議では、委員会の審査結果を参考にして最終的な意思決定が行われます。

　　　　　　　には、総務産業建設、教育民生、予算決算の委員会があります。
　委員の定数は、総務産業建設と教育民生が７人、予算決算が議長を除く全議員となっています。委員
の任期は２年で、それぞれ担当の所管事務について審査権をもっています。

　　　　　　　には、原子力発電所対策、議会改革活性化、議会広報の委員会があります。
　特別委員会は、本会議の議決によって必要に応じて設置され、委員の定数も議決によって決まります。
委員の任期は、その委員会の目的が達成されるまでとなります。

　　　　　　　　　は、議会がスムーズに運営されるよう、議長の諮問機関として設置されています。
　委員の定数は５人で、会期の設定、議案・請願等の取り扱いなど、議会運営に関する事項について協
議を行っています。委員の任期は２年で、議会の運営や条例等の草案に関する権限をもっています。

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

??

??

議会って    どんなところどんなところ
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① 役場２階の議会事務局で「傍聴証」　
　 を受け取ります。
※感染対策のため、人数制限など行う
場合があります。詳細は事務局まで
お問い合わせください。

② 「傍聴証」を首にかけて３階の傍聴
　 席に入ります。

⬇⬇

本会議を傍聴するには

定例会の標準的な流れ
会期の約10日前 議会の招集 （町長が議会を招集します。）

町政に関する一般質問（議員が町政について質問を行います。）
委員会への付託 （担当する委員会に議案の審査を託します。）

≪開会≫
会期の決定 （定例会の日数を決めます。）
諸般の報告 （議長に提出された各種事項について議員に報告します。）
提案理由説明（町長が町の近況や議案説明をします。）

委員会の審査報告 （各委員会の審査結果を本会議で報告します。）
議案の討論 （議案について議員が賛成・反対の立場で意見発表をします。）
議案の採決 （議案の可否について決定をします。）
≪閉会≫

委員会の審査 （議案を審査し賛成すべきかどうか決定します。）

議案の審査や議会の運営についての協議 （議員全員で協議をします。）

本会議
（１日目）

本会議
（３日目）

本会議
（２日目）

委員会

全員協議会

会　
　

期　
　

中

通
年

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

傍聴席では・必ず係員の指示に従ってください。
・携帯電話をお持ちの方は、マナーモードにするか電源
を切ってください。
・カメラやビデオカメラの類の持ち込みはできません。
・拍手や私語、飲食等はできません。静かに傍聴してく
ださい。

傍聴席では

議会って議会って     どんなところ
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過去の議会だよりは
コチラからご覧いた
だけます

お

きしました

お

聞
きしました　志賀町の

と
志賀町の

こ
と

ししかかままちち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住された志賀町に移住された

西山台在住西山台在住のの横田さんご家族横田さんご家族
にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

家族構成をお聞かせください。
私、妻、長女（小６）、次女（小２）、三女
（幼稚園年長）の５人家族です。

出身はどちらですか。また志賀町に住んで
何年になりますか。
　小松市出身で、約26年になります。

志賀町に移住された理由は何ですか。
　仕事の都合で志賀町に移住しました。

お気に入りの場所などありますか。
　海　：遠浅で海水の透明度が良く、桜
　　　　貝が取れる。
シオン：温水プールがあり、子どもと一
　　　　緒に遊べる。

志賀町の良いところ、好きなところはありますか。
・西山ＩＣがあり、交通の利便性が良い
・子ども医療費窓口無料化
・自然がきれい
・伝統的なお祭りが多い

町や議会に望むことはありますか。
防災意識を高める活動を行ってほしい。
コロナ禍で地域の交流が低下していることや、配布さ
れたハザードマップはいざという時に使えなければ意
味がないのでは。
楽しく学ぶではないが、知ること、体験することが大
事かと思います。町主体でクイズなどのウォークラ
リーを開催し、危険な場所や避難ルートを巡ってみる
のはどうでしょうか。

なんでもなんでもアピールアピールどうぞ。どうぞ。

コロナ禍が終息して、以前の暮らし
を取り戻したいです。
しばらく県外に出かけていないので、
家族旅行を楽しみたいです。

下記の連絡先、メールアドレスにお申込みください。
ご連絡先をお伺いし、後日、お話をお聞かせいただきます。

　連絡先：議会事務局　0767‒32‒9270（担当：山田、坂上）
　メールアドレス：gikai@town.shika.lg.jp

お申込
み方法

お待ちしておりますお待ちしております

皆さんからの応募皆さんからの応募
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９/28
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

10/５
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

10/15
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

９月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。
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